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明日に向かって アイ・アム・ア・ファーマー

「
家
族
で
頑
張
る
農
家
」

私
は
そ
ん
な
農
家
を
目
指
し
ま
す
。

父
へ
の
尊
敬
と
馬
鈴
薯
に

か
け
る
思
い

　

就
農
当
時
は
先
輩
農
家
さ
ん
か
ら
『
父

親
と
ぶ
つ
か
れ
』
と
教
え
て
も
ら
っ
た
そ

う
で
す
。「
父
は
父
で
今
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
や
技
術
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
私
自
身

が
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た
技
術
な
ど
が

あ
れ
ば
父
に
相
談
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

何
度
言
い
合
い
に
な
っ
た
か
計
り
知
れ
ま

せ
ん(

笑)

。
で
す
が
、
父
の
こ
と
は
尊

敬
し
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
知
識
を

　

今
回
は
平
成
20
年
に
多
寄
町
の
実
家

に
て
就
農
さ
れ
た
保
科
博
勝
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

保
科
さ
ん
は
妻
・
陽
子
さ
ん
、
両
親

の
隆
志
さ
ん
・
美
樹
子
さ
ん
と
共
に
麦
・

大
豆
・
芋
・
小
豆
等
を
約
74 

ha
に
作
付

け
し
て
い
ま
す
。

　

保
科
さ
ん
に
は
平
成
21
年
に
も
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
15
年
が
過
ぎ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
た
か
等
を
伺
い
ま
し
た
。
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今月の表紙今月の表紙 吸
収
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
保
科
さ
ん
、
最
近
嬉
し
い
こ
と

が
あ
っ
た
そ
う
で
、「
実
は
、
息
子
が
農
業

を
や
り
た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で

す
。
ま
だ
小
学
生
な
の
で
将
来
の
夢
は
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
本
当
に

農
家
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
全

力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
が
来
た
ら
、
自
分
の
時
の

よ
う
に
経
営
者
で
あ
る
私
と
息
子
が
言
い

合
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が

(

笑)

。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
ご
自
身
の
農
業
に
つ
い
て
伺
う

と
「
父
の
代
か
ら
力
を
入
れ
て
い
た
馬
鈴

薯
は
、
今
で
も
〝
う
ち
の
顔
〟
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
馬
鈴
薯
は
大
豆
や
小
麦
な
ど

と
は
違
っ
て
、
消
費
者
の
『
お
い
し
い
』

と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
顕
著
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
作
物
な
の
で
と
て
も
作
り
甲

斐
が
あ
り
ま
す
し
、
も
っ
と
良
く
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
人
手

が
あ
れ
ば
面
積
を
増
や
し
た
い
と
い
う
野

望
も
持
っ
て
い
ま
す(

笑)

。」
と
力
を

入
れ
て
い
る
馬
鈴
薯
に
対
す
る
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
続
け
て
「
た
だ
、

昨
年
の
よ
う
に
天
気
に
恵
ま
れ
な
い
と
本

当
に
苦
労
し
ま
す
が
…
。」
と
近
年
の
天

候
不
順
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
も
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
多

寄
支
部
の
支
部
長
に
就
任
し
た
保
科
さ
ん

に
青
年
部
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。「
青
年

部
は
横
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
け
る
場

所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
青
年
部
の
活
動

を
通
し
て
色
ん
な
方
と
知
り
合
い
、
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
自
分
に
合
っ
た
農
作

業
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。」

　

青
年
部
内
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
は
「
年

齢
関
係
な
く
、
い
じ
り
・
い
じ
ら
れ
と
い

う
良
い
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。」
と

楽
し
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
多
寄
支
部
は
来
年
、
青
年
部
士

別
支
部
と
合
併
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
た
く
さ

ん
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

●アイ・アム・ア・ファーマー

　保科　博勝さん

　（士別市多寄町）……………… ②

　毎日の果物でもっと健康に… ④

　第20回通常総代会…………… ⑥

●地域のニュース……………… ⑧

和寒 「南瓜部会と稲作振興会が栽培講習会を開催」

剣淵 「牛のワクチン接種を実施」

多寄 「水稲播種作業本格化」

朝日 「年金友の会が湯治と総会を開催」

●ひびきあいの広場

おたより ……………………… ⑩

俳句・短歌 …………………… ⑪

新採用職員のご紹介 ………… ⑪

●お知らせ　他

理事会報告 …………………… ⑫

令和６年度からの取組 ……… ⑬

当ＪＡでは通年軽装化を実施しています … ⑭

●クロスワードパズル………… ⑮

　げんまいくん

●食卓を彩る旬のレシピ……… ⑯

『タイのポワレ』

保
ほ しな

科　博
ひろかつ

勝さん

士別市多寄町／ 36才

士別高校、北海道立農業大学

校を卒業後、平成 20 年から

多寄町の実家に就農。ＪＡ北

ひびき青年部多寄支部長。妻

と男の子 2人の 4人家族。

趣味は子供とラジコンをする

こと、バイクに乗ること。

　今月の表紙は、朝日支所年金友
の会で湯治の際に、レクリエー
ションで行った「カーリンコン」
のようすを撮影させていただきま
した。
 上記写真は、会長の藤田実さん
です。
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第20回通常総代会
～ 20 年の節目。気持ち新たに～
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４
月
11
日
、
士
別
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
第
20
回
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

総
代
定
数
３
５
６
名
、
欠
員
６
名
、

現
在
総
代
数
３
５
０
名
の
う
ち
、
出
席

総
代
数
93
名
、
委
任
３
名
、
書
面
議
決

２
１
２
名
、
合
計
３
０
８
名
（
88
％
）

が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
榎
本
組
合
長
か
ら

は
「
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
は
平
成
16
年
２
月

１
日
の
合
併
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
・
関
係
機
関
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協

力
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
20
年
に
は
幾
多
の
苦
難
も
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
・
関

係
機
関
各
位
の
お
力
添
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
ん
で
こ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
さ
て
、
昨
年
の
農
業
は
、
播
種
・

移
植
等
の
作
業
は
順
調
に
推
移
し
た
も

の
の
、
８
月
の
長
雨
・
集
中
豪
雨
の
影

響
で
農
地
の
灌
水
や
浸
水
・
農
作
物
の

埋
没
な
ど
が
発
生
し
、
作
物
が
被
害
に

見
舞
わ
ら
れ
、
作
物
差
や
品
種
差
も
あ

り
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
皆
様
の
経
験

と
ご
努
力
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
及

び
Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
展

開
と
目
標
達
成
に
向
け
役
職
員
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
同
時

に
第
８
次
地
域
農
業
振
興
計
画
及
び
Ｊ

Ａ
中
期
経
営
計
画
の
策
定
年
で
も
ご
ざ

い
ま
す
。
組
合
員
皆
様
の
ご
意
見
と
ご

要
望
を
賜
り
な
が
ら
、
地
域
に
沿
っ
た

計
画
と
な
り
ま
す
よ
う
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
事
は
、
剣
淵
地
区
の
加
藤
秀
利
氏

と
多
寄
地
区
の
後
藤
俊
彦
氏
が
議
長
に

指
名
さ
れ
進
行
を
行
っ
た
。

　

議
案
第
１
号
令
和
５
年
度
事
業
報
告

で
は
、
融
雪
期
か
ら
７
月
末
ま
で
は
天

候
に
恵
ま
れ
豊
穣
の
秋
が
期
待
さ
れ
た

が
、
８
月
上
旬
の
大
雨
や
そ
の
後
の
異

常
高
温
が
各
作
物
の
品
質
や
収
量
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
振
り
返
っ

た
。
水
稲
の
作
況
指
数
は
１
０
５
で
や

や
良
の
豊
作
年
と
な
り
、
畑
作
で
は
小

麦
は
平
年
作
だ
っ
た
が
、
豆
類
、
甜
菜
、

そ
ば
等
が
総
じ
て
品
質
・
収
量
が
低
下

し
た
。
青
果
に
つ
い
て
も
、
南
瓜
、
玉
葱
、

馬
鈴
薯
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
が
全
般

的
に
平
年
収
量
を
下
回
っ
た
が
価
格
は

高
値
と
な
っ
た
。
酪
農
・
畜
産
に
つ
い

て
は
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
や

個
体
販
売
価
格
の
下
落
で
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
と
な
っ
た
。
総
販
売
取
扱
高

は
１
７
６
億
６
百
万
円
を
計
上
し
、
剰

余
金
処
分
案
で
は
肥
料
・
飼
料
・
営
農

用
燃
料
に
対
し
て
総
額
１
億
３
千
万
円

の
事
業
分
量
配
当
及
び
約
３
，
４
７
１

万
円
の
出
資
配
当
が
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
第
２
号
令
和
６
年
度
事
業
計
画

で
は
、
今
年
度
が
第
７
次
地
域
農
業
振

興
計
画
及
び
Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
の
最

終
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
基
づ

い
た
事
業
展
開
と
実
践
状
況
の
検
証
を

行
う
と
し
た
。
ま
た
、
第
８
次
中
期
計

画
の
策
定
年
で
も
あ
り
、
組
合
員
の
意

見
・
要
望
を
集
約
し
中
期
計
画
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
策
定
に
あ
た
る
と
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
す
べ
て

が
可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
兼
丸
副
組
合
長
よ
り
、「
Ｊ

Ａ
道
北
な
よ
ろ
会
長
東
野
秀
樹
さ
ん
を

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
国
政
に
送

り
出
す
た
め
の
決
議
」
を
行
い
大
き
な

拍
手
の
も
と
承
認
さ
れ
、
第
20
回
通
常

総
代
会
が
終
了
し
た
。

■
議
案
の
決
議
状
況

　

議 

案
第
１
号　

令
和
５
年
度
事
業
報

告
、
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ

い
て
【
原
案
通
り
可
決
】

　

議 

案
第
２
号　

令
和
６
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て
【
原
案
通
り

可
決
】

　

議 

案
第
３
号　

賦
課
金
の
賦
課
及
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て
【
原
案
通
り

可
決
】

　

議 

案
第
４
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に

つ
い
て
【
原
案
通
り
可
決
】

　

議 

案
第
５
号　

定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
【
原
案
通
り
可
決
】

　

議 

案
第
６
号　

（
定
款
附
属
書
）
総

代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
【
原
案
通
り
可
決
】



４
３
１
本
の

４
３
１
本
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種

ワ
ク
チ
ン
を
接
種

近
年
の
高
温
障
害
の

近
年
の
高
温
障
害
の

対
策
を
学
ぶ

対
策
を
学
ぶ

和
寒

南
瓜
部
会
と
稲
作
振
興
会
が

栽
培
講
習
会
を
開
催

剣
淵

牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施

▲伝染性リンパ腫採血の確認作業 ▲ワクチンを接種するようす

▲講習会のようす

　

３
月
29
日
、
和
寒
南
瓜
部
会
（
大
瀬
正
嗣
会

長

：

会
員
25
名
）
と
稲
作
振
興
協
議
会
（
田
中

芳
明
会
長

：

会
員
85
名
）
は
和
寒
基
幹
支
所
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
南
瓜
及
び
水
稲
栽
培
講
習

会
を
開
催
し
、
士
別
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

士
別
支
所
の
河
野
茜
里
氏
と
立
浪
直
剛
氏
を
講

師
と
し
て
招
き
、
23
名
が
参
加
し
た
。

　

講
習
会
で
は
ま
ず
南
瓜
比
較
試
験
報
告
及
び

令
和
５
年
気
象
経
過
と
発
生
し
た
障
害
に
つ
い

て
講
習
を
行
い
、
昨
年
の
実
績
を
基
に
、
南
瓜

の
生
理
障
害
の
対
策
や
予
防
に
つ
い
て
講
習
を

行
っ
た
。
生
産
者
か
ら
は
、
高
温
に
よ
る
皮
の

色
の
変
化
や
生
育
状
況
の
変
化
へ
の
対
策
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
近
年
の
高
温
障
害
の
対
策

を
学
ん
だ
。

　

水
稲
講
習
会
で
は
令
和
５
年
の
振
り
返
り
と

新
品
種
「
そ
ら
き
ら
り
」
に
つ
い
て
講
習
を
行

い
、
適
正
施
肥
や
適
期
収
穫
、
高
温
対
策
に
つ

い
て
な
ど
講
習
を
受
け
た
。
新
品
種
「
そ
ら
き

ら
り
」
に
つ
い
て
は
、
品
種
の
特
性
や
、
生
育

調
査
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
で
は
「
ケ
イ
酸
の

効
果
」
「
新
品
種
の
収
量
に
つ
い
て
」
な
ど
質

問
が
あ
り
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
講
習
会
や
研
修
を
行
い
、
品
質
・
収

量
確
保
の
た
め
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
、
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

　

４
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
剣
淵
町
酪
農

振
興
会
（
村
岡
潤
一
会
長

：

会
員
６
名
）
は
、

町
内
の
酪
農
家
を
対
象
に
牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
し
た
。

　

牛
の
疾
病
を
防
ぎ
健
康
で
良
質
な
乳
牛
生
産

の
た
め
に
、
５
種
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
６
種
生

ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

い
、
あ
わ
せ
て
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
の
採
血
を
お

こ
な
っ
た
。
最
も
接
種
頭
数
が
多
い
５
種
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
、
主
に
呼
吸
器
症
状
の
出
る

「
牛
伝
染
性
鼻
気
管
炎
」
、
「
牛
R
S
ウ
イ
ル
ス

病
」
と
下
痢
や
消
化
器
粘
膜
の
び
ら
ん
を
起
こ

す
「
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
」
、
一
過

性
の
発
熱
を
起
こ
す
「
牛
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
予
防
効
果
が
あ
る
。

　

販
売
課
職
員
は
「
飼
料
等
高
騰
の
中
、
畜
産

経
営
に
響
い
て
い
る
状
況
で
す
が
、
全
頭
が
健
康

で
牛
乳
生
産
量
が
増
産
に
つ
な
が
り
、
乳
代
も
あ

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
話
し
た
。

　

今
回
は
、
J
A
、
町
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
士

別
家
畜
診
療
所
立
ち
合
い
の
も
と
、
大
家
畜
を

相
手
に
4
3
1
本
の
ワ
ク
チ
ン
が
す
ば
や
く
接

種
さ
れ
た
。
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豊
穣
の
秋
を

豊
穣
の
秋
を

目
指
し
て

目
指
し
て

多
寄

水
稲
播
種
作
業
本
格
化

▲温湯種子配送のようす▲

温
泉
で
身
体
を
癒
す

温
泉
で
身
体
を
癒
す

朝
日

年
金
友
の
会
が

湯
治
と
総
会
を
開
催

▲総会のようす ▲記念撮影

　

３
月
24
日
～
26
日
、
北
ひ
び
き
農
協
朝
日
支

所
年
金
友
の
会
（
藤
田
実
会
長

：

会
員
27
名
）

は
、
層
雲
峡
温
泉
ホ
テ
ル
大
雪
へ
の
湯
治
に
11

名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
宴
会
で
は
、
櫻
田
理
事
と
中
村
理
事

を
お
招
き
し
、
農
協
事
業
や
農
業
情
勢
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

翌
日
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、

円
盤
を
投
げ
合
い
、
点
数
を
競
い
合
う
「
カ
ー

リ
ン
コ
ン
」
で
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

　

４
月
５
日
に
は
、
第
36
回
定
期
総
会
を
開
催

し
11
名
が
出
席
し
た
。

　

始
め
に
、
藤
田
会
長
か
ら
昨
年
度
の
活
動
と

湯
治
へ
の
参
加
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
来
賓
の

櫻
田
理
事
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
事
で
は
、
７
月
と
９
月
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
計
画
し
て
い
た
が
、
ど
ち
ら
も
雨
天
に

よ
り
中
止
に
な
っ
た
と
事
業
報
告
さ
れ
、
本
年

度
は
晴
天
の
中
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
た
い
と
願
い
計
画
さ
れ
た
。

　

４
月
中
旬
、
多
寄
地
区
に
お
い
て
も
水
稲
播

種
作
業
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

今
冬
は
例
年
と
比
べ
積
雪
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
連
日
の
晴
天
と
重
な
り
一
気
に
融

雪
が
進
み
、
概
ね
順
調
に
春
の
農
作
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

多
寄
地
区
で
は
４
月
４
日
よ
り
温
湯
種
子
の
配

送
が
行
わ
れ
、
各
水
稲
生
産
者
へ
届
け
ら
れ
た
。

　

４
月
10
日
、
渡
部
哲
也
さ
ん
宅
で
は
、
う
る

ち
米
約
８
・
７

 
ha
の
作
付
け
を
予
定
し
、
発
芽

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
渡
部
さ
ん
は
「
昨
年

は
天
候
不
順
の
影
響
に
よ
り
、
収
量
は
例
年
通

り
だ
っ
た
が
、
品
質
が
悪
か
っ
た
。
今
年
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
作
物
全
般
で
良
い
出
来
秋
と
な

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
う
る
ち
米
を
約
18 

ha
に
作
付

け
予
定
し
て
い
る
山
本
聡
さ
ん
は
、
２
日
間
に

分
け
て
配
送
し
、
発
芽
に
向
け
て
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
。
山
本
さ
ん
は
「
昨
年
は
収
量
は
あ

る
程
度
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
品
質
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
低

た
ん
ぱ
く
米
の
生
産
を
目
指
し
て
作
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

多
寄
地
区
で
は
、
う
る
ち
米
約
2
6
1
ha
、

も
ち
米
約
1
5
0
ha
の
作
付
け
を
予
定
し
て
い

る
。
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月
に
入
っ
て
毎
日
良
い
天
気
が
続

き
、
作
業
も
進
み
気
分
が
い
い
で
す

ね
。
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
ね
。�

（
Ｇ
：
70
代
男
性
）

●
本
当
に
毎
日
天
気
が
良
く
、
夏
か
と
思
う
日

も
あ
り
ま
し
た
ね
！
良
い
天
気
が
続
き
適
度
な

雨
も
降
る
よ
う
な
年
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
で
す
ね
！

４

解
け
も
進
み
、
空
に
は
白
鳥
が
。
私

と
い
え
ば
畑
に
連
作
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ど
こ
に
何
を
植
え
よ
う
か
と
考
え
つ
つ

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（
Ｊ
：
70
代
女
性
）

●
こ
の
時
期
は
、
白
鳥
が
多
く
な
る
時
期
で

す
よ
ね
！
体
調
に
ご
留
意
さ
れ
家
庭
菜
園
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！

雪
解
け
が
早
く
春
の
農
作
業
に
忙
し
い

毎
日
で
す
。�
（
Ｔ
：
60
代
男
性
）

●
こ
の
と
こ
ろ
天
気
が
続
き
、
も
う
道
路
に

は
ほ
と
ん
ど
雪
も
な
い
で
す
し
一
気
に
シ
ー

ズ
ン
イ
ン
っ
て
気
が
し
ま
す
ね
！

雪

豆
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
を
地
方
の
友
達

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
好
評
で
ど
こ

で
買
え
る
か
聞
か
れ
ま
し
た
。嬉
し
い
で
す
ね
。

�

（
Ｓ
：
50
代
女
性
）

●
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
！
キ
ー
マ
カ

レ
ー
は
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
自
慢
の
加
工
品
の
一
つ

で
す
の
で
多
く
の
方
々
へ
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

大

年
も
ま
た
、
母
に
連
れ
ら
れ
も
み
ま

き
に
行
き
ま
す
。
人
手
不
足
な
の
で

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
。�（
Ｏ
：
50
代
女
性
）

●
昨
年
も
行
か
れ
て
た
ん
で
す
ね
！
素
晴
ら
し

い
で
す
！
人
手
不
足
は
悩
ま
れ
て
い
る
方
が
非

常
に
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
役
に
立
て
る
よ

う
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。

今

　
５
月
に
入
り
本
格
的
に
農
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ね
。

　
私
は
最
近
白
老
町
に
あ
る
ウ
ポ
ポ
イ
に
行
っ
て
み
ま

し
た
。
ア
イ
ヌ
人
が
使
っ
て
い
た
道
具
や
、
衣
類
、
文

化
な
ど
を
見
る
こ
と
や
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
、
ア
イ

ヌ
の
踊
り
や
、
ム
ッ
ク
リ
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
楽
器
の
演

奏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
私
は
特
に
ウ
ポ
ポ
イ
の
施
設
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
や
景
観
が
と
て
も
す
ば
ら
し
く
、
散
歩
す
る
だ
け

で
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す
。
ウ
ポ
ポ
イ
は
ポ
ロ
ト
湖
を

囲
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
ア
イ
ヌ
の
家
が
あ
る
の
で
そ
の

景
色
だ
け
で
も
文
化
を
感
じ
ま
し
た
。
ウ
ポ
ポ
イ
に
は

宿
泊
施
設
も
あ
り
、
窓
か
ら
ウ
ポ
ポ
イ
の
施
設
が
見
え

る
の
で
、
一
度
は
泊
ま
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

【
当
選
者
】

清
水
宣
幸
さ
ん
、藤
原
ト
モ
子
さ
ん
、

高
橋
豊
さ
ん
、
尾
崎
孝
子
さ
ん
、

大
河
京
子
さ
ん

【
解
答
】「
フ
リ
ー
ジ
ア
」
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職
退
き
て
余
生
を
元
気
に
十
四
年

氷
砕
き
て
春
く
る
を
待
つ

土
　
井
　
一
　
光

暖
か
な
日
々
は
素
直
に
喜
べ
ず

雪
崩
な
い
か
と
見
や
る
裏
山

牧
　
　
　
あ
づ
さ

仕
事
か
ら
戻
り
し
夫
が
「
か
わ
い
い
・
・
」
と

私
で
は
な
く
お
ひ
な
さ
ま
見
て

菊
　
地
　
美
智
子

ひ
な
人
形
年
に
一
度
の
深
呼
吸

せ
ま
い
部
屋
に
は
帰
り
た
く
な
い

大
　
森
　
セ
ツ
子

半
世
紀
娘
の
成
長
を
見
守
り
し

雛
人
形
に
疲
れ
が
み
え
る

鷲
　
見
　
紀
　
子

五
年
生
の
　
ク
イ
ズ
に
苦
戦
　
花
の
雨

杉
　
浦
　
と
し
枝

足
遅
き
　
花
を
待
ち
つ
つ
　
北
に
住
む

梅
　
基
　
文
　
子

移
り
行
く
　
時
代
と
世
代
　
四
月
か
な

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

春
の
星
　
星
座
音
痴
の
　
吾
と
子
と

大
　
河
　
博
　
子

短 

歌
俳 
句

新
採
用
職
員
の
ご
紹
介

新
採
用
職
員
の
ご
紹
介

　

４
月
よ
り
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
に
入
組
し
た
５
名
の
新
採
用

　

４
月
よ
り
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
に
入
組
し
た
５
名
の
新
採
用

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

髙橋　美羽
総務部総務課
（士別翔雲高校）

乗田　　陸
酪農畜産部酪農畜産課

（中途採用）

加藤日奈紀
購買部生産資材課
（ＪＡカレッジ）

戸澤　柚希
剣淵基幹支所販売課
（ＪＡカレッジ）

池澤　巧太
和寒基幹支所営農課
（星槎道都大学）
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ＪＡ ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

第
２
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
６
年
３
月
21
日
㈭

▼
協
議
事
項
▲

議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度　

決
算
関

係
書
類(

計
算
書
類
等
及
び
監
査
報

告
書)

及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
の

承
認
に
つ
い
て

　

（
会
計
監
査
人
及
び
監
事
の
監
査
報

告
に
つ
い
て
）

　

令
和
５
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
承
認

し
た
。

議
案
第
２
号　

第
20
回
通
常
総
代
会
の

招
集
に
つ
い
て

　

４
月
11
日
開
催
の
通
常
総
代
会
の
招

集
な
ら
び
に
提
出
議
案
等
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

議
案
第
３
号　

議
決
権
行
使
に
あ
た
っ

て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

　

総
代
会
の
書
面
決
議
に
か
か
る
留
意

事
項
に
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
４
号　

令
和
６
年
度　

青
果
物

施
設
利
用
料
等
の
設
定
に
つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

議
案
第
５
号　

令
和
６
年
度「
同
一
人

に
対
す
る
信
用
供
与
等（
貸
出
金
、そ

の
他
の
信
用
供
与
）
の
最
高
限
度
額

並
び
に
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
及

び
遅
延
損
害
金
の
利
率
」
の
設
定
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
同
一
人
に
対
す
る
信
用

供
与
等
の
最
高
限
度
額
は
、
組
合
員

（
個
人
、
法
人
）、
組
合
員
以
外
の
団

体
・
法
人
、
個
人
ご
と
に
設
定
、
貸

付
金
利
率
の
最
高
限
度
は
12
・
０
％
、

遅
延
損
害
金
の
利
率
が
14
・
０
％
に

す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

議
案
第
６
号　

令
和
６
年
度　

「
信
用
・

供
給
査
定
等
」の
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度「
信
用
・
供
給
査
定
等
」

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
７
号　

令
和
６
年
度　

指
導
・

特
別
指
導
組
合
員
の
選
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
指
導
・
特
別
指
導
組
合

員
の
選
定
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
８
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

　

朝
日
検
査
場
の
玄
米
用
タ
ン
パ
ク
計

更
新
、
和
寒
Ｃ
Ｅ
サ
イ
ロ
麦
保
管
改

修
工
事（
長
期
前
払
費
用
）に
つ
い
て

は
機
器
等
が
特
殊
な
こ
と
を
考
慮
し

随
意
契
約
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
上
士
別
Ｒ
Ｃ
貯
留
ビ
ン

取
り
出
し
コ
ン
ベ
ア
改
修
工
事
、
武

徳
Ｒ
Ｃ
サ
イ
ク
ロ
ン
改
修
工
事
・
集

塵
ダ
ク
ト
架
台
改
修
工
事
、
本
所
・

剣
淵
倉
庫
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト（
リ
ー

ス
）
取
得
に
つ
い
て
は
指
名
業
者
を

指
名
し
、
競
争
見
積
り
の
上
実
施
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
９
号　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ

い
て

　

北
線
地
区
穀
乾
施
設
利
用
組
合
へ
賃

貸
し
て
い
ま
し
た
温
根
別
北
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
賃
貸
契
約
期

間
満
了
と
な
る
事
か
ら
既
存
利
用
組

合
へ
売
買
を
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

議
案
第
10
号　

持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

出
資
金
の
譲
渡
に
か
か
る
案
件
に
つ

い
て
承
認
し
た
。

構成員／財務 ３/３１現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,465人 △ 81人 △ 5.2%

◆准組合員数 3,865人 △ 43人 △ 1.1%

◆組合員戸数 972戸 △ 71戸 △ 6.8%

◆出資金 37億50百万円 91百万円 2.5%

◆貯金 660億25百万円 28億27百万円 4.5%

◆貸付金 94億58百万円 △ 2億45百万円 △ 2.5%

◆
長期共済

　保 有 高
1087億97百万円 △43億36百万円 △ 3.8%

◆購買供給高 10億9百万円 1億49百万円 17.4%

◆販売高 13億51百万円 △ 1億80百万円 △11.7%

　（農産） 4億58百万円 △ 2億35百万円 △33.9%

　（畜産） 8億93百万円 55百万円 6.7%

▼
報
告
事
項
▲

１
．
地
区
別
懇
談
会
の
結
果
に
つ
い
て

　

３
月
７
日
に
行
わ
れ
た
地
区
別
懇
談

会
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２
．
令
和
５
年
度　

内
部
監
査
実
績
報

告
に
つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３
．
令
和
５
年
度　

経
営
定
期
点
検
実

施
報
告
に
つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４
．
ク
ミ
カ
ン
貸
越
極
度
額
に
係
る
設

定
に
つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５
．「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢

構
築
に
か
か
る
指
針
」
の
変
更
に
つ

い
て

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

６
．
信
用
の
供
与
等
が
５
０
０
０
万
円

を
超
え
る
先
の
業
況
報
告
に
つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

７
．
そ
の
他

　

２
月
末
時
点
の
財
務
状
況
お
よ
び
組

合
員
動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
畑
地
化
支
援
申

請
一
覧
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４
月
30
日
付

　

燃
料
自
動
車
部
自
動
車
課
課
長

　

東
海
林
和
之

　

士
別
基
幹
支
所
朝
日
支
所
営
農
販
売
課
課
長（
支
所
長
）

　

高
橋　

英
文

 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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J Ａ北ひびきでは、畑作において輪作体系の維持が重要であると認識し、JＡ北ひびきでは、畑作において輪作体系の維持が重要であると認識し、
特に馬鈴薯の作付けを推奨するために以下の取り組みを行います。特に馬鈴薯の作付けを推奨するために以下の取り組みを行います。

　畑作において輪作体系の維持に重要な作物として、　畑作において輪作体系の維持に重要な作物として、馬鈴薯馬鈴薯、、小麦小麦、、てん菜てん菜、、豆類豆類などがあげられまなどがあげられま

す。安定して生産を続けるために行われているのが「輪作」という方法で、土の栄養バランスが取れす。安定して生産を続けるために行われているのが「輪作」という方法で、土の栄養バランスが取れ

て、作物の病気をふせぐことができるのです。て、作物の病気をふせぐことができるのです。

　北ひびき管内では、小麦・大豆等作付けが拡大傾向にあり、てん菜は、てん菜糖の在庫対策やてん　北ひびき管内では、小麦・大豆等作付けが拡大傾向にあり、てん菜は、てん菜糖の在庫対策やてん

菜から他作物への転換対策等を実施し、作付けが減少しています。菜から他作物への転換対策等を実施し、作付けが減少しています。

　また、馬鈴薯については、収穫時や人手の問題から作付けが伸びない状況となり、輪作が守れない　また、馬鈴薯については、収穫時や人手の問題から作付けが伸びない状況となり、輪作が守れない

状況となりつつありますが、馬鈴薯は土の栄養バランスを保ち、作物の病気を予防する効果がありま状況となりつつありますが、馬鈴薯は土の栄養バランスを保ち、作物の病気を予防する効果がありま

す。そのため、生産者に対して馬鈴薯の作付けを奨励し、輪作体系の維持に寄与します。す。そのため、生産者に対して馬鈴薯の作付けを奨励し、輪作体系の維持に寄与します。

　JＡ北ひびきとして以下の取り組みを行います。　JＡ北ひびきとして以下の取り組みを行います。

【令和６年度からの取組】【令和６年度からの取組】

〈コ ン ト ラ ク タ ー〉〈コ ン ト ラ ク タ ー〉
ＪＡ北ひびきでは、コントラクター事業による播種作業や収穫作業を請ＪＡ北ひびきでは、コントラクター事業による播種作業や収穫作業を請
け負います。（食用馬鈴薯・でんぷん原料用馬鈴薯が対象）け負います。（食用馬鈴薯・でんぷん原料用馬鈴薯が対象）

〈人材・労働力の支援〉〈人材・労働力の支援〉
�馬鈴薯の作付けが伸びない状況や収穫時の人手不足に対処するため、生�馬鈴薯の作付けが伸びない状況や収穫時の人手不足に対処するため、生
産者への人材・労働力のサポートを強化します。必要な労働力の確保を産者への人材・労働力のサポートを強化します。必要な労働力の確保を
行い、作付けの順守を支援します。行い、作付けの順守を支援します。

〈産　地　交　付　金〉〈産　地　交　付　金〉

�作付面積の維持・拡大のための交付金の考え方については、各地区再生�作付面積の維持・拡大のための交付金の考え方については、各地区再生
協議会で対応していますが、士別市は「増額設定」、和寒町・剣淵町は「高協議会で対応していますが、士別市は「増額設定」、和寒町・剣淵町は「高
額設定」としていますので、詳細は各地区再生協議の助成体系をご参照額設定」としていますので、詳細は各地区再生協議の助成体系をご参照
ください。ください。

【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
　北ひびき農協本所　　北ひびき農協本所　

　　コントラクター・人材関係ついては 　　コントラクター・人材関係ついては ���������������������������������������������� 営農部　農業支援課　℡ 23-2418営農部　農業支援課　℡ 23-2418

　　でんぷん原料用馬鈴薯の作付けについては 　　でんぷん原料用馬鈴薯の作付けについては ���������������������������������� 販売部　　　　　　　℡ 23-2346販売部　　　　　　　℡ 23-2346

　　食用馬鈴薯の作付けについては 　　食用馬鈴薯の作付けについては ������������������������������������������������������ 青果部青果部　　　　　　　　　　　　　　℡ 22-4580℡ 22-4580
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当ＪＡでは 

通年軽装化 
を実施しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道では、クールビス・ウォームビズの期間設定を
行わずに職員一人一人が主体的に判断する 
「ナチュラル・ビズ・スタイル」へ移行しており、 
当ＪＡにつきましても年間を通して省エネや節電を 
強く意識した働きやすい服装で業務を行う取り組み 
を進めるとともに、SDGs達成に貢献するために 
本取り組みを実施いたしますので、 
ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

ＪＡ北ひびき 
食と笑顔でつながる身近な応援団 

ＪＡ北ひびきは持続可能な開発目標（SDGs）の達成に協同の精神で貢献します。 

総務部からのお知らせ
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クロスワードパズルパズルパズルパズルパズル

二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる

言葉は何でしょうか？

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名

の
方
に「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
」
各
２
食
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も

「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」

「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」各

２
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
パ
ズ
ル
当

選
と
お
た
よ
り
紹
介
で
重
複
さ
れ
た

方
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
採
用
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
６
年
６
月
16
日

■
当
選
発
表　

本
誌
６
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係

vol.243vol.243

発行/北ひびき農業協同組合

編集/総務部　総合企画課

令和６年５月７日発行

　　　　　（毎月１回発行）

〒095-0021

士別市西１条８丁目701番地１

電　話：0165－（23）－2115

ＦＡＸ：0165－（23）－5162

http://www.ja-kitahibiki.or.jp/

印　刷／文義堂印刷・出版

ヨコのカギ タテのカギ

１　陰暦の５月のこと 

２　棋聖、天元、本因坊といえば 

３　ワインやウイスキーはこれ 

４　話題となるような出来事 

５　ギョーザのたれに入れる辛い

調味料 

９　指揮者が振るもの 

11　家臣が仕えます 

12　村下孝蔵のヒット曲。歌い出

しの言葉は五月雨（さみだれ）です 

13　目には――山ホトトギス初ガ

ツオ（山口素堂） 

15　遠くの親類より近くの―― 

18　１と－１の中間点 

１　アルバイトの――試験を受けた 

４　黄色に黒いしま模様がある猛獣 

６　ご――の良い日にお越しくだ

さい 

７　ケシ科の花、特にヒナゲシの

こと 

８　味を感じ取ります 

10　沖縄では５月中に――入りす

ることが多いですね 

11　ゴールデンウイークのホテル

は、――客で混雑しそう 

13　魚偏に占と書く魚 

14　凸という字の音読みは 

16　早く実る稲は早稲（わせ）、遅

いものは 

17　ポケットの中でチャリチャリ

と鳴ることも 

19　相撲の取組を数えるときに使

う言葉 

20　衣服のしわをのばします
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簡単に
作れる本格メニュー

タ
イ
の
ポ
ワ
レ

●作り方

①タイの切り身は骨を除き、塩を振って 30 分ほど置き、水分を拭き取る。コゴミ、

タラの芽は塩ゆでし、ざるにあげて水気を切り、塩少々（分量外）を振る。

②フライパンにオリーブ油を熱し、タイの皮目に小麦粉を薄くまぶす。皮目から

焼き、こんがりと焼き目が付いたら身の部分を焼く。

③付け合わせを作る。タイを皿に盛り、フライパンでゆでたけのこ、コゴミ、タ

ラの芽をソテーする。

④③にミニトマトを添え、タイの上にディルとトウミョウを盛り、オリーブ油少々

（分量外）をかける。

【材料】（２人分）
タイの切り身��������������������2 切れ
塩��������������������タイの重さの 1%
オリーブ油��������������������大さじ 1
小麦粉����������������������� 少々
ディル������������������������1 枝
トウミョウ����������������������1 本

付け合わせ
　ゆでたけのこ（小） ����������������1/4 本
　コゴミ�����������������������2 本
　タラの芽����������������������2 本
　ミニトマト���������������������4 個

士別警察署かわら版

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署㈹２３－０１１０

１　悪質商法の被害にあわないためのポイント「悪質業者は、う・そ・つ・き！」

【う】　うまい話を信用しない！
　　　　～うまい話、絶対にもうかる話には、必ず大きな落とし穴・・・～

【そ】　そうだんする！
　　　　～ひとりで判断せず、家族・知人・相談機関に相談を～

【つ】　つられて返事をしない！すぐに契約しない！
　　　　～悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約するように迫ってきます～

【き】　きっぱり！はっきり！断る！
　　　　～あいまいな返事をせず、キッパリ！　ハッキリ！　断る！～

２　自転車を利用する方へ　自転車も　歩行者優先　安全走行
　令和５年中、北海道において自転車が関係する人身事故が 1,300 件以上発生しています。
　以下の点に注意して安全に利用して下さい。
⑴交通ルール・マナーを守る
　自転車はこどもから高齢者まで幅広い世代で使用される乗り物でありますが、交通ルールやマナーを守

らなければいけません。自転車は「軽車両」であり、車の仲間です。信号や停止場所での一時停止、歩
行者優先など交通ルールをしっかり守り、交通事故防止に努めましょう。　　

⑵ヘルメット着用促進
　令和５年４月１日から自転車利用者に対するヘルメット着用が努力義務となりました。頭部の損傷は致

命傷となったり、重度の後遺症が残る場合があります。事故の衝撃から頭部を守るため、必ずヘルメッ
トを着用しましょう。

⑶知ってっていますか？自転車運転者講習制度自転車の講習に関し一定の違反行為（信号無視、通行禁止
違反等）を３年以内に２回以上行った場合、公安委員会から自転車運転者講習の受講を命ぜられます。

⑷自転車動画の紹介
　北海道警察では、YouTube に自転車の安全利用に関する動画を掲載しています。是非、視聴してくだ

さい。
YouTube 北海道警察公式チャンネル「再確認！自転車の交通ルール」

ここがポイント

◉�タイの切り身にしっかりと塩を振ることで、
うま味が引き出され、おいしさが倍増します。

赤堀博美さん

（赤堀料理学園校長）　　

東京都文京区小石川生まれ。管理栄養

士。日本女子大学大学院食物栄養学専

攻修了。日本女子大学非常勤講師、十

文字学園女子大学非常勤講師、日本フー

ドコーディネーター協会常任理事。

※ご不明な点はＪＡ北ひびき 本支所営農担当部署へ
お問い合わせください。

★アプリの導入はこちらから
iPhoneの方 Androidの方

スマホに登録してね
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